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グラウンドアンカーの健全度調査
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１．グラウンドアンカーの維持管理

グラウンドアンカー ⇒ 斜面安定工で利用

施工後そのまま

→実はメンテナンスが必要

非常に大きな緊張力を導入 切れて飛ぶ！

切れて落ちる！



１．グラウンドアンカーの維持管理

「グラウンドアンカー維持管理マニュアル」
土木研究所・日本アンカー協会ほか（令和2年9月）

アンカーは定期的な

点検・調査が重要

調査の基本は荷重確認



２．リフトオフ試験について

アンカーの残存引張り力を計測する方法は？

アンカー荷重計
施工時に設置
歪ゲージ等で計測
従来型は交換が困難

◎リフトオフ試験
既設アンカーを特殊
ジャッキで引き上げ、
浮いた瞬間を残存引張
力として評価する方法



２．リフトオフ試験について

リフトオフ試験とは？

アンカー頭部を特殊ジャッキで引っ張り上げ、
浮いた瞬間の荷重を残存引張力と見なす方法
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２．リフトオフ試験について

従来型リフトオフ試験の課題

施工用センターホールジャッキを使用するため
①足場仮設が必要
②搬入用クレーン車が必要
③発電機・電動油圧ポンプなど設備が大規模
④作業効率が低い（1～2箇所／日）



３．SAAMシステムのご紹介

リフトオフ試験専用ジャッキ＝SAAMシステム

人力設置が可能な
リフトオフ試験装置

ジャッキ重量200kg・20cmストローク
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４．SAAMシステムによる調査事例

事例A：建設時崩壊箇所の荷重増加領域を検出（7）

【建設時資料】
のり面中央付近で局部的な崩
壊が発生し、押え盛土ならびに
アンカー工による対策工を実施
したとの記載がある箇所に該当

⇒現在対策工を検討中



４．SAAMシステムによる調査事例

事例B：維持性能確認試験箇所選定のための調査（8）

【供用後に引き抜け発生】
アンカー耐力を確認する「維持
性能確認試験」実施箇所を選
定するために残存引張り力分
布調査を実施
⇒設計アンカー力比55%以下の

アンカーは抜けている可能性
が高い



５．これからのアンカー維持管理の課題

①外観のみから健全度を評価し難い構造物である
保護キャップを外してはじめて損傷がわかることも

外観調査

キャップ取外し

露出調査



５．これからのアンカー維持管理の課題

②2つの残存緊張力に基づく健全度の目安
改訂版（2020）は設計・施工時情報が無い場合用

健全度 状  態

E +  破断の恐れあり

D +   危険な状態になる恐れあり

C +  許容値を超えている

B +

A +  健全

A -  健全

B -

C -   機能が大きく低下している

D -   機能していない

評価 状  態

D  破断の恐れあり

C   危険な状態になる恐れあり

B  健全性が低下傾向にある

A  健全

B  健全性が低下傾向にある

C   機能していない

D 引抜け、飛出し等が見られる

Tys：テンドンの降伏引張り力 Tus：テンドンの極限引張り力

【改訂版（2020）】

残存引張り力の範囲

残存引張力の範囲

【初版（2008）】

0. 9 Tys

許容アンカー力 （Ta）

定着時緊張力 （Pt）

0. 5  Pt

1. 1  

設計アンカー力 （Td）

0. 1  Pt

0. 8  Pt

0. 9 Tys

0.6Tus

0.65Tus

0.3Tus

0. 1Tus

設計アンカー力以上がB+以上

許容アンカー力以上がB+以上



５．これからのアンカー維持管理の課題

③アンカー耐力確認方法（簡易維持性能確認試験）
の規格・基準について

供用段階におけるアンカー耐力確認方法
に関して議論が必要

✓調査位置と数量の考え方
✓最大試験荷重の考え方

→性能保証荷重（Td？1.2Td？）

✓荷重保持時間
✓沈下計測 など
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